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③学校と家庭
の課題

03 読書習慣
の定着・読書
体験の充実

島内でも核家族が増えており、
人と人とのつながり（特に高齢
者と子ども達の繋がる場）が希
薄になりつつある。

読み聞かせなどを行う日には、町立図書館
の司書に協力してもらうことが多く、活動で
関わる大人が限定的になっている。

現在、放課後子ども教室の活動で取り組ん
でいる読み聞かせなどを行う日に、町立図書
館だけでなく、公民館事業として実施してい
る熟年大学（高齢者学級）や婦人会とも連
携・協力して、地元に伝わる民話や昔話の読
み聞かせ、昔ながらの生活体験を教わる活
動などをとおして、交流活動を行う。

地域の人から本事業の課題及び
取組に理解していただき、放課
後子ども教室に参加してもらうこ
とで、地域の方と子ども達の交流
を活発化させる。

１回の交流活動につ
き、大人と子どもの
参加人数が１０人以
上（３回/年の実施を
計画する。）
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03　本
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町立図書館の司書に加え、地域人材も活動に加わっていた
だいて実施した。読み聞かせ等の活動は読書の日の一つの
取組として実施しており、読書の日は14日間実施。
平均で15人（児童12名、大人3名）が参加しており、地域の方
と子ども達の交流を活性化することが出来ている。
今後は、地域人材の活動への参加をもっと広く沢山の方に来
ていただけるように、声掛けをしていくこととしたい。
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